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４
０
０
年
前
、

足
場
が
外
さ
れ

立
派
な
５
階
建
て
の
姿
が
現
れ
ま
し
た
。

お
殿
様
を
は
じ
め
、

武
士
も
町
人
も
見
上
げ
て
何
や
ら
話
し
て
い
ま
す
。

島
原
城
の
誕
生
の
時
で
す
。

天
守
が
天
に
も
届
く
か
の
よ
う
に

突
き
立
っ
て
い
ま
す
。

時
が
経
ち
、
時
代
は
令
和
。

大
切
に
守
ら
れ
続
け
築
城
４
０
０
年
。

節
目
の
年
が
始
ま
り
ま
す
。
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6広報しまばら

さあ、
築城400年の
幕開けです。

問合せ先　しまばら観光課

３月までの島原城築城400年イベント

島原城カウントダウン～築城400年を笑って迎えよう～
　　　　令和5年12月31日（日）20時～令和6年1月1日（月・祝）1時
　　　　島原城
　　　　しまばら観光課または島原城（☎62-4766）

島原城刀剣展
　　　　1月6日（土）～1月21日（日）
　　　　島原城
　　　　島原城（☎62-4766）

島原城市民無料開放
　　　　2月1日（木）～2月29日（木）
　　　　島原城
　　　　しまばら観光課または島原城（☎62-4766）

NHK(Eテレ)テレどーも！（公開収録）
　　　　2月17日（土）開場15時　開演15時30分～　終演予定16時30分
　　　　島原市有明総合文化会館
　　　　シティプロモーション課

宝くじスポーツフェア　ドリーム・サッカーin島原
　　　　2月17日（土）～2月18日(日)
　　　　島原市営陸上競技場
　　　　スポーツ課

島原城梅花茶会
　　　　2月18日（日）10時～14時
　　　　島原城御馬見所
　　　　500円（お菓子付き）
　　　　しまばら観光課

出張！なんでも鑑定団in島原（公開収録）
　　　　2月25日（日）開場12時30分　開演13時30分～
　　　　島原文化会館　大ホール
　　　　しまばら観光課またはシティプロモーション課

島原城春まつり
　　　　3月24日（日）
　　　　島原城
　　　　島原城（☎62-4766）

島原城桜花茶会
　　　　3月24日（日）10時～15時／3月31日（日）10時～15時
　　　　島原城御馬見所
　　　　500円（お菓子付き）
　　　　しまばら観光課

島原コスプレの乱 春の陣
　　　　3月24日（日）
　　　　市内各所
　　　　参加費1,500円
　　　　島原コスプレの乱実行委員会（☎050-5216-0827）

と き
ところ
問合せ

と き
ところ
問合せ

と き
ところ
問合せ

と き
ところ
問合せ

と き
ところ
問合せ

と き
ところ
問合せ

と き
ところ
問合せ

と き
ところ
料 金
問合せ

と き
ところ
料 金
問合せ

と き
ところ
料 金
問合せ

島原城築城400年イベント
３月
までの

４
月
以
降
も
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

随
時
、広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
♪

島
原
城
築
城
４
０
０
年
を
記
念
し
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
予
定
！

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
３
月
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

出張！なん
でも鑑定団

in島原
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未来へつなぐ 島原城築城400年
　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
６
年
の
新
春
を
晴
々
し

い
気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
市
政
に
対
し
格
別
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
制

限
の
あ
る
生
活
も
５
月
に
終
了
し
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

や
地
域
の
行
事
な
ど
が
多
く
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
住
民

同
士
の
交
流
や
経
済
活
動
が
以
前
の
様
子
を
取
り
戻
し

た
活
気
あ
ふ
れ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中

ス
タ
ー
ト
す
る
令
和
６
年
は
、
い
よ
い
よ
島
原
城
築
城

４
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
関
連
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
築
城
４
０
０
年
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
、
食
や
観
光
な
ど
の

魅
力
を
全
国
へ
向
け
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
市
政
運
営
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
築
城
４
０
０
年
を
と
も
に
お
祝
い
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

■
島
原
城
築
城
４
０
０
年

　
島
原
城
は
、
松
倉
重
政
公
が
元
和
４
年
（
１
６
１
８

年
）
か
ら
７
年
余
り
の
歳
月
を
費
や
し
て
築
い
た
近
世

城
郭
で
、
本
年
、
築
城
か
ら
４
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
矢
狭
間
塀
の
改
修
や
電
線
の
地
中
化
、
天

守
閣
の
改
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
島
原
城
お
よ
び
周
辺

の
整
備
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
島
原
城
が
美
し
い
姿
を

取
り
戻
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
年
間
を
通
し
て
築
城
４
０
０
年
に
関
連
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
市
民
総
参
加
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
島
原
城
の
新
た
な
文
化
や
魅
力
を
創
造
す
る
と
と

も
に
、
「
城
下
町
・
島
原
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
島
原

城
が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
に
伝
承

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

■
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

　

映
画
、
Ｃ
Ｍ
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
の
ロ
ケ
地
と
し

て
、
本
市
で
の
撮
影
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
原

の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
る
た
め
、
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
テ
レ
ビ
番
組
・
Ｃ
Ｍ
な

ど
の
撮
影
が
市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
ロ
ケ

地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
島
原
鉄
道
「
大
三
東
駅
」
は
、

【
日
本
一
海
に
近
い
駅
】
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
お

り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ
れ
た

飲
食
店
に
は
、
連
日
長
蛇
の
列
が
で
き
る
な
ど
、
ロ
ケ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
情
報
発
信
に
よ
り
島
原
の
新
た
な

魅
力
が
生
ま
れ
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

し
、
多
く
の
方
々
に
ロ
ケ
地
「
島
原
」
を
訪
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

■
継
続
し
た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
、
移
住
・

　
定
住
施
策
の
展
開

　
持
続
可
能
な
本
市
の
未
来
に
と
っ
て
、
人
口
減
少
問

題
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
人
目
か
ら
の
保

育
料
の
無
償
化
や
、
医
療
費
の
助
成
を
は
じ
め
、
新
入

学
児
童
へ
ラ
ン
ド
セ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
す

べ
て
の
家
庭
が
安
心
と
ゆ
と
り
を
も
っ
て
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
、
「
と

こ
と
ん
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
引
き
続

き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
テ
レ
ビ
番

組
や
Ｃ
Ｍ
に
よ
り
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
島
原

鉄
道
「
大
三
東
駅
」
や
、
昨
年
開
業
し
た
、
カ
フ
ェ
・

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
す
る
古
民
家
ホ
テ
ル

「
水
脈
（
ｍ
ｉ
ｏ
）
」
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
に
よ
り
「
し
ま
ば
ら
暮
ら
し
」
の
良
さ
を
効
果

的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
移
住
者
が
求
め
る
要
望
に

応
じ
様
々
な
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
や
「
お
試
し
住
宅
」
な
ど
に
よ
り
、
き
め
細
か
い

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

■
高
齢
者
や
障
害
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

　
ま
ち
づ
く
り

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
医

療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
障
害
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
共
生
社
会
」
の
実
現
の
た
め
、
関
係
機
関
と
協
力
、

連
携
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
が

買
い
物
や
通
院
な
ど
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
予
約
・
あ
い
の
り
・
た
し
ろ
号
」

は
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎
月
五
千
人

近
い
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
市
内
交
通
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の

足
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
社
会
参

加
の
機
会
拡
大
の
た
め
に
も
、
さ
ら
に
使
い
や
す
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
■
産
業
と
観
光
の
振
興

　
本
市
の
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
小
企
業

の
育
成
強
化
や
、
商
店
街
を
含
む
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
へ
の
企
業
誘
致
を
実
現
す

る
た
め
、
工
業
用
水
に
適
し
た
湧
水
な
ど
、
島
原
特
有

の
資
源
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
様
々
な
方
向
か
ら
誘

致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
林
業
に
お
い
て
は
、
元
気
で
豊
か
な
産
地
を
目
指

す
た
め
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、

ほ
場
の
基
盤
整
備
や
灌
漑
施
設
な
ど
の
推
進
を
引
き
続

き
行
い
、
生
産
力
の
向
上
や
経
営
基
盤
の
強
化
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
新
規
就
農
者
や
担
い
手
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

　
畜
産
業
で
は
、
収
益
性
の
向
上
や
経
営
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
家
畜
飼
養
施
設
や
優
良
な
家
畜
の
導
入
な

ど
に
よ
り
生
産
基
盤
の
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
次
代
を
担
う
漁
業
後

継
者
の
確
保
・
育
成
や
各
種
中
間
育
成
種
苗
の
放
流
を

実
施
し
、
水
産
資
源
の
確
保
と
漁
獲
の
安
定
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
が
認
め
た
大
地
の
遺
産
で
あ
る
島

原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
や
、
九
州
オ
ル
レ
島
原
コ
ー

ス
な
ど
を
活
用
し
て
観
光
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

「
島
原
城
大
手
門
市
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

賑
わ
い
の
創
出
と
地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

 

■
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
幹
線
道
路
の
整
備

　
イ
オ
ン
島
原
店
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
店
内

に
設
置
し
た
「
し
ま
ば
ら
ん
窓
口
と
る
っ
と
」
も
、
毎

月
千
人
を
超
え
る
利
用
者
が
あ
る
な
ど
、
お
買
い
物
つ

い
で
に
利
用
で
き
る
窓
口
と
し
て
定
着
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
さ
ら
な
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
市
道
堀
町
縦
線
整
備
事
業
を
推
進
し
、
中
心
市
街

地
へ
人
の
流
れ
を
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
暮

ら
し
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
規
格
道
路
「
島
原
道
路
」
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
森
山
東
Ｉ
Ｃ
か
ら
森
山
西
Ｉ
Ｃ
間
が
供
用
開
始

と
な
り
ま
し
た
。
出
平
町
か
ら
有
明
町
間
の
延
長
約

３
．
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
も
着
々
と
工
事
が
進

捗
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
国
や
県
と
連
携
し

早
期
完
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
大
と
防
災
力
の
充
実

　
地
域
の
問
題
を
住
民
同
士
が
話
し
合
い
、
自
ら
解
決

す
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
各
地
区
へ
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
に
向
け
た
支
援
や
、
市
内
全

域
へ
の
機
運
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
各
地
で
発
生
す
る
災
害
が
大
型
化
、
激

甚
化
す
る
中
、
共
助
の
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
災
害
時
に
住
民
同
士
が
共
に
助
け
合
う

地
域
を
目
指
し
、
日
本
一
の
自
主
防
災
会
を
実
現
す
る

た
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 
■
未
来
を
創
る
人
材
育
成

　
人
口
減
少
の
進
展
に
よ
り
危
惧
さ
れ
る
今
後
の
学
校

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
未
来
を
創
る
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
広
く
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
具
体
的
な

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、「
島
商
ッ
プ
」や「
Ｍ
ｉ
ｊ
ｏ
か
ふ
ぇ
」な
ど
本
市
の

高
校
生
が
行
う
地
域
と
の
連
携
事
業
も
支
援
し
、地
元
高

等
学
校
の
魅
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
は
、全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会「
弓
道
競

技
」を
本
市
で
開
催
い
た
し
ま
す
。全
国
か
ら
集
ま
る
皆

さ
ま
を
島
原
ら
し
い
お
も
て
な
し
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

機
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

 　　
こ
の
ほ
か
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」を
通
じ
た
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、多
様
な
取
り
組
み
を
総
合

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、皆
さ
ま
の
生
活
を
よ
り
良
い
も

の
と
す
る
た
め
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）の
推
進
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
市
政
運
営
の
舵
取
り
役

と
し
て
精一杯
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
と
も
に
、島
原
城
築
城

４
０
０
年
を
迎
え
る
令
和
６
年
を
市
民
皆
さ
ま
と
と
も

に
盛
り
上
げ
、活
気
に
満
ち
た
島
原
市
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
方
の
更
な

る
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、本
年
が
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

島原市長
古川 隆三郎

か
ん
が
い

や　

ざ　

ま

Shimabara City Public Relation,2024.1,No.8365 4Shimabara City Public Relation,2024.1,No.836 広報しまばら広報しまばら



島原の１年の足跡をたどる
皆さんにとって2023年はどのような１年でしたか。

アフターコロナで多くのイベントが開催され、

島原城築城４００年に向け機運が高まった本市の１年間を写真と共に振り返ります。

故
郷
し
ま
ば
ら
二
十
歳
の
集
い

３
島
原
市
消
防
出
初
式

６
し
ま
ば
ら
彩
発
見
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
セ
レ
モ
ニ
ー

15
ス
イ
ス
剣
道
チ
ー
ム
市
長
表
敬
訪
問

22
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
記
念　「
福
知
山
展
」（
〜
３
月
14
日
）

2728
島
原
城
天
守
閣
外
壁
等
改
修
工
事
完
了

初
市
３
年
ぶ
り
に
開
催
（
〜
10
日
）

3
島
原
工
業
高
校
製
作
「
早
押
し
ク
イ
ズ
解
答
席
セ
ッ
ト
」
寄
贈
式

15
島
原
市
土
地
改
良
区
合
同
事
務
所
設
立
調
印
式

28
自
治
体
ト
イ
レ
カ
ー
災
害
時
相
互
派
遣
に
関
す
る
協
定
締
結
式

30
島
原
市
表
彰
式

長
崎
総
合
科
学
大
学
と
の
脱
炭
素
社
会
構
築
等
に
関
す
る
連
携
協
定
締
結
式

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

１18
４
年
ぶ
り
宇
土
出
口
そ
う
め
ん
流
し

1
島
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

28
い
の
り
の
日

３
令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
「
弓
道
競
技
」

大
会
１
年
前
告
知
看
板
整
備

島
原
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
「
島
原
城
の
七
不
思
議
」
〜
ぼ
く
ら
は
忍
者
探
検
隊
〜

1115
島
原
城
お
さ
ら
い
展
（
〜
10
月
９
日
）　

※

島
原
城
築
城
４
０
０
年
記
念
特
別
展

１ 21
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
受
入
事
業
（
〜
５
日
）

１
島
原
市
高
校
・
地
域
連
携
イ
キ
イ
キ
活
性
化
事
業
第
１
回
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

４
島
原
城
築
城
４
０
０
年
記
念
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈
式

４
映
画
「
祈
り―

幻
に
長
崎
を
想
う
刻
（
と
き
）―

」
上
映
会

６
精
霊
流
し

15
島
原
工
業
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
報
告
会

島
原
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
（
〜
28
日
）

1620
全
国
城
下
町
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
島
原
大
会

26
島
原
水
ま
つ
り

26
島
原
Ｊ
Ｈ
Ｓ
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　
全
国
中
体
連
優
勝
報
告
会

29
島
原
温
泉
ガ
マ
ダ
ス
花
火
大
会

３
小
・
中
学
生
福
祉
医
療
費
の
現
物
給
付
開
始

１
島
原
城
薪
能

７
島
原
城
大
手
門
市（
〜
15
日
）共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
高
校
生
参
加

14
し
ま
ば
ら
温
泉
不
知
火
ま
つ
り
（
歴
史
奉
納
パ
レ
ー
ド
）

14
し
ま
ば
ら
ガ
マ
ダ
ス
阿
波
踊
り
大
会

15
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
記
念
事
業
福
知
山
市
へ
の
友
好
親
善
訪
問
の
旅（
〜
５
日
）

４
北
村
西
望
賞
教
育
美
術
展
（
〜
15
日
）

11
島
原
城
一
斉
清
掃　
　
　

11
島
原
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
（
〜
26
日
）

25
島
原
市
金
婚
祝
賀
式

長
崎
労
働
局
と
の
島
原
市
雇
用
対
策
協
定
締
結
式

2226
第
二
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

健
康
し
ま
ば
ら
福
祉
ま
つ
り

24
平
成
新
山
島
原
学
生
駅
伝
大
会

２
第
一
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

17
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
島
原
城
城
壁
清
掃
（
〜
22
日
）

20

123456

12 11 10 9 8 7

123456789101112

１
月　

２
月　

３
月　

４
月　

５
月　

６
月　

７
月　

８
月　

９
月　

10
月　

11
月　

12
月　
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市政情報記事に関する問合せ先 ☎63-1111

　100歳 祝

おめでとう
ございます !

大正12年生まれ

酒井 宗次さん(11月15日生)
さかい   むねじ

中尾 ヨシエさん(11月15日生)
なかお

中野 凡夫さん(11月17日生)
なかの   つねお

森 一郎さん(12月４日生)
もり いちろう

内田 スミ子さん(11月16日生)
うちだ

　障害者への虐待は、本人が被害を訴えることが難しい場合が多いため、周りの皆さんの気付きが、虐待の早期
発見と防止につながります。社会全体で、障害者の権利と尊厳を守りましょう。

　障害者虐待は、本人に虐待を受けている自覚がなかったり、訴えることができない場合があります。また虐待
している人に、虐待をしている認識がない場合もあります。
　早めの対応や支援が、虐待されている障害者だけでなく、虐待をしている家族などが抱える問題の解決にもつ
ながります。虐待を見つけたら速やかに通報してください。
 
※通報は匿名でもかまいません。通報した人の秘密は守られます。
 

障害者を虐待から守りましょう

身体的虐待

心理的虐待

（ネグレクト）

性的虐待

経済的虐待

体に痛みや傷が生じる暴力や体罰を与えること。部屋に閉じ込めたりすることも含む。

怒鳴ったり、悪口を言ったりすること。職場での差別的な扱いを含む。

食事や入浴など、身の回りの世話や介助などをしないこと。病院や学校に行かせないことを含む。

わいせつな行為をしたり、させたりすること。

本人の同意なしに、財産や預貯金、年金を勝手に使うこと。

虐待の種類

放棄、放置

　通報や相談、問合せ先
　島原市障害者虐待防止センター（福祉課内）
　☎62－8025（直通）　
   FAX62－2923

【令和５年秋の叙勲】　
　旭日重光章（議案審議功労）　加藤寛治さん（元 農林水産副大臣、元 農林水産大臣政務官、元 衆議院議員）
　
　瑞宝双光章（消防功労）　　　神田敏朗さん（元 島原地域広域市町村圏組合消防指令長）
　
　瑞宝単光章（児童福祉功労）　山本典子さん（元 島原市白山保育園保育士）

【令和５年秋の褒章】　
　黄綬褒章（業務精励）　　　　吉田修二さん（農業）

秋の叙勲・褒章
本市から４人が受章

おかえりなさい島原へ！
　年末年始に帰省されるご家族・親戚・友人で島原に移住を検討して
いる人や、市内に空き家をお持ちで貸したい・売りたいと考えている
人へ『島原市移住・空き家相談会』を開催します。この機会にぜひご
相談ください。
日時：１月９日（火）　9：00～16：00
会場：島原市役所　本庁舎２階　２Ｂ会議室
※ご相談は事前予約をお願いします。

相談予約・問合せ先　シティプロモーション課

島原市移住・空き家相談会

各分野で多大な功績を残し、社会に貢献された人に贈られる令和５年秋の叙勲が発表され、
本市から４人の方々が受章されました。心からお祝い申し上げます。

広報しまばら１月号の表紙について
　今月号は表紙と裏表紙が見開きで楽しめます。現在の島原城の写真を用いて、絵図を
ほうふつとさせるイラストに落とし込み、金色の配色で仕上げました。島原城の「誕生の時」
と「今」を同時に感じられるようなデザインで、節目の年を晴れやかに迎えます。
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公式

　物産館では、地元産品の新鮮な野菜や果物のほか加工品などを販売しています。
　また、園内で飼育しているヤギ、ウサギ、モルモットへのえさやり体験もできます。（えさは１カップ100円）
　ぜひ、ご来園ください。

　申し込みなど詳しくは市ホームページをご覧いただくか、下記ま
でお問い合わせください。

　開館時間　９時30分～16時30分
　開園時間　９時～17時
　問合せ先　商工振興課
　　　　　　物産館本館（☎68-5252）

地元特産品絶賛販売中！
島原市有明の森フラワー公園物産館本館

市政情報記事に関する問合せ先 ☎63-1111

　主　催　長崎県、島原市、(一財)自治総合センター
　協　力　(公財)日本サッカー協会、島原市サッカー協会
　と　き　２月17日(土)・18日(日)
　ところ　島原市営陸上競技場
　内　容　17日
　　　　　・指導者クリニック
　　　　　18日
　　　　　・少年少女サッカー教室
　　　　　・アトラクション（ＰＫ戦）
　　　　　・元日本代表チームと島原市選抜チームの
　　　　　　親善試合
　　　　　・ドリーム抽選会

　その他
　18日の観覧には入場整理券(無料)が必要です。
　入場整理券の配布方法については、１月中旬頃に
　市ホームページなどでお知らせします。

　サッカー元日本代表選手で構成されるドリームチームが島原市にやってきます！
　当日は、少年少女サッカー教室や島原市選抜チームとの親善試合、豪華賞品がもらえる抽選会などを実施します。

島原城築城400年記念事業
宝くじスポーツフェア ドリーム･サッカーin島原

問合せ先　スポーツ課

　市では、仁田住宅団地分譲地（仁田町）と安中地区分譲地（南安徳町）の一般分譲を行って
います。分譲地購入や住宅新築、市外からの若年世帯移住に対し奨励金があります。分譲地や
奨励金の詳細については、契約管財課にお尋ねになるか、ホームページをご覧ください。

分譲地を購入した人
（法人を含む）

仁田住宅団地　　残区画　19区画／価格　2,417,818円～5,101,849円／最多価格帯　200万円台(11区画)
安中地区　　　　残区画　 １区画／価格　2,032,695円

市有地分譲地の販売

本人または親族が購入し
た分譲地の売買契約日か
ら、３年以内に住居を新
築して住民登録をした人

①および②に該当する個
人で、県外から初めて本
市に移住した、配偶者お
よび小学生以下の同居家
族がいる40歳以下の人

①および②に該当する個
人で、市外から初めて本
市に移住した、配偶者ま
たは小学生以下の同居家
族がいる40歳以下の人

土地購入代金の10％
（1,000円未満切捨）

次のうち少ない額
・住宅建築契約のうち、 
　本人が負担した額の10％
 （1,000円未満切捨）
・50万円（市内事業者施
　工の場合）または30万
　円（市外事業者施工の
　場合）

①の金額を定住の翌年度
から最長９年間
※土地購入代金のうち本
人が負担した額を上限
土地代が実質０円

①の金額を定住の翌年度
から最長４年間
※土地購入代金のうち本
人が負担した額の半額を
上限
土地代が実質半額

対象者

種　類
❷新築

定住促進事業奨励金
❸若年世帯移住
　（県外移住）

❶市有地分譲地売却
　促進事業奨励金 ❹若年世帯移住

　（市外移住）

奨励金

物産館での出品者を随時募集しています

ホームページ

読み取って友達登録をしよう!

役立つ情報を配信中

島原市LINE
問合せ先　シティプロモーション課

　　　問合せ先　契約管財課
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島
原
に
伝
わ
る
「
大
和
流
弓
道
」

　

第
５
代
島
原
藩
主
と
し
て
島
原
に
入
封

し
た
松
平
忠
房
公
は
、
武
芸
の
振
興
を
図

る
た
め
弓
道
の
流
派
の
一
つ
で
あ
る
大
和

流
弓
道
の
開
祖 

森
川
香
山
を
藩
の
弓
術
師

範
と
し
て
京
都
か
ら
招
き
、
広
く
普
及
し

ま
し
た
。

　
「
大
和
流
は
弓
術
の
流
派
の
一
つ
で
す

が
、
現
代
弓
道
と
は
違
い
、
江
戸
時
代
か

ら
伝
わ
る
実
戦
向
け
の
弓
道
で
す
。
島
原

藩
に
伝
わ
っ
た
大
和
流
弓
道
に
つ
い
て
記

さ
れ
、
長
年
保
存
さ
れ
て
い
た
「
川
鍋
家

文
書
」
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
、
松
平
文

庫
（
島
原
図
書
館
内
）
へ
の
寄
贈
に
も
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
膨
大
な
量

で
し
た
が
目
録
も
作
成
し
、
松
平
文
庫
に

収
蔵
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
、
語
り
ま
す
。

島
原
に
伝
わ
る
「
大
和
流
弓
道
」

　

第
５
代
島
原
藩
主
と
し
て
島
原
に
入
封

し
た
松
平
忠
房
公
は
、
武
芸
の
振
興
を
図

る
た
め
弓
道
の
流
派
の
一
つ
で
あ
る
大
和

流
弓
道
の
開
祖 

森
川
香
山
を
藩
の
弓
術
師

範
と
し
て
京
都
か
ら
招
き
、
広
く
普
及
し

ま
し
た
。

　
「
大
和
流
は
弓
術
の
流
派
の
一
つ
で
す

が
、
現
代
弓
道
と
は
違
い
、
江
戸
時
代
か

ら
伝
わ
る
実
戦
向
け
の
弓
道
で
す
。
島
原

藩
に
伝
わ
っ
た
大
和
流
弓
道
に
つ
い
て
記

さ
れ
、
長
年
保
存
さ
れ
て
い
た
「
川
鍋
家

文
書
」
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
、
松
平
文

庫
（
島
原
図
書
館
内
）
へ
の
寄
贈
に
も
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
膨
大
な
量

で
し
た
が
目
録
も
作
成
し
、
松
平
文
庫
に

収
蔵
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
、
語
り
ま
す
。

島
原
に
伝
わ
る
「
大
和
流
弓
道
」

　

第
５
代
島
原
藩
主
と
し
て
島
原
に
入
封

し
た
松
平
忠
房
公
は
、
武
芸
の
振
興
を
図

る
た
め
弓
道
の
流
派
の
一
つ
で
あ
る
大
和

流
弓
道
の
開
祖 

森
川
香
山
を
藩
の
弓
術
師

範
と
し
て
京
都
か
ら
招
き
、
広
く
普
及
し

ま
し
た
。

　
「
大
和
流
は
弓
術
の
流
派
の
一
つ
で
す

が
、
現
代
弓
道
と
は
違
い
、
江
戸
時
代
か

ら
伝
わ
る
実
戦
向
け
の
弓
道
で
す
。
島
原

藩
に
伝
わ
っ
た
大
和
流
弓
道
に
つ
い
て
記

さ
れ
、
長
年
保
存
さ
れ
て
い
た
「
川
鍋
家

文
書
」
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
、
松
平
文

庫
（
島
原
図
書
館
内
）
へ
の
寄
贈
に
も
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
膨
大
な
量

で
し
た
が
目
録
も
作
成
し
、
松
平
文
庫
に

収
蔵
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
、
語
り
ま
す
。

　
「
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
の
弓

術
を
知
る
た
め
、
古
文
書
を
調
べ
、
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
全
て
実
践
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
弓
具
工
作
（
弓
・

矢
の
製
作
や
修
理
）
の
技
術
に
つ
い
て
も

京
都
や
兵
庫
、
福
岡
な
ど
の
工
房
を
訪
ね

て
学
び
ま
し
た
。
先
人
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
弓
と
向
き
合
い
、
実
戦
で
の
技
術
を
高

め
現
在
の
形
と
な
っ
た
の
か
。
川
鍋
家
文

書
に
は
あ
ら
ゆ
る
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
ひ
も
と
き
、
当
時
の
こ
と
を
研

究
す
る
こ
と
は
奥
深
く
、
と
て
も
面
白
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。」

　

今
後
の
目
標
を
お
聞
き
す
る
と
「
時
間

は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
誰
も
が
読
む

こ
と
が
で
き
る
大
和
流
弓
道
の
現
代
語
版

テ
キ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
た
い
で
す
ね
。」
と
、

弓
道
へ
の
尽
き
な
い
情
熱
と
探
求
心
を

語
っ
て
い
た
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
の
弓

術
を
知
る
た
め
、
古
文
書
を
調
べ
、
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
全
て
実
践
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
弓
具
工
作
（
弓
・

矢
の
製
作
や
修
理
）
の
技
術
に
つ
い
て
も

京
都
や
兵
庫
、
福
岡
な
ど
の
工
房
を
訪
ね

て
学
び
ま
し
た
。
先
人
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
弓
と
向
き
合
い
、
実
戦
で
の
技
術
を
高

め
現
在
の
形
と
な
っ
た
の
か
。
川
鍋
家
文

書
に
は
あ
ら
ゆ
る
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
ひ
も
と
き
、
当
時
の
こ
と
を
研

究
す
る
こ
と
は
奥
深
く
、
と
て
も
面
白
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。」

　

今
後
の
目
標
を
お
聞
き
す
る
と
「
時
間

は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
誰
も
が
読
む

こ
と
が
で
き
る
大
和
流
弓
道
の
現
代
語
版

テ
キ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
た
い
で
す
ね
。」
と
、

弓
道
へ
の
尽
き
な
い
情
熱
と
探
求
心
を

語
っ
て
い
た
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
の
弓

術
を
知
る
た
め
、
古
文
書
を
調
べ
、
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
全
て
実
践
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
弓
具
工
作
（
弓
・

矢
の
製
作
や
修
理
）
の
技
術
に
つ
い
て
も

京
都
や
兵
庫
、
福
岡
な
ど
の
工
房
を
訪
ね

て
学
び
ま
し
た
。
先
人
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
弓
と
向
き
合
い
、
実
戦
で
の
技
術
を
高

め
現
在
の
形
と
な
っ
た
の
か
。
川
鍋
家
文

書
に
は
あ
ら
ゆ
る
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
ひ
も
と
き
、
当
時
の
こ
と
を
研

究
す
る
こ
と
は
奥
深
く
、
と
て
も
面
白
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。」

　

今
後
の
目
標
を
お
聞
き
す
る
と
「
時
間

は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
誰
も
が
読
む

こ
と
が
で
き
る
大
和
流
弓
道
の
現
代
語
版

テ
キ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
た
い
で
す
ね
。」
と
、

弓
道
へ
の
尽
き
な
い
情
熱
と
探
求
心
を

語
っ
て
い
た
た
だ
き
ま
し
た
。

「人生の達人」
ためだ  もりひさ

為田 守久さん (75)
　昭和23年、山寺町で生まれ、
育つ。教職の道を志し、大学卒業
後、中学校の理科教諭として教
壇に立つ。主に島原半島の中学
校を中心に勤務し、40 代半ばで
赴任した島原市教育委員会体育
課では、雲仙・普賢岳噴火災害
後の復興に向けた全国・九州
大会規模のスポーツ大会の誘致
や運営に奔走。第三中学校校長
で定年退職を迎える。
　在職中に始めた弓道､特に日置
流の師範として弓道の修練、研
究に情熱を注ぎ、世界伝統弓術
大会（６回出場）では日本チーム
のメンバーとして２回の優勝に
貢献。島原半島の ALT（外国語
指導助手）への弓道指導にも携
わり、日本の伝統文化を通じた
国際交流にも取り組む。全日本
弓道連盟錬士六段、日置流雪荷
派師範。山寺町在住。

へ　き

雲仙市千々石町で開催された「観櫻火宴」に甲冑姿で参加 (H18)
（写真：右が為田さん）

毎週2回ALT(外国語指導助手)へ指導を行い交流を深めています。
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こ
う
ざ
ん

「
生
涯
弓
引
き
」
弓
道
人
生
の
始
ま
り

　

豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
焼
山
園
地
。
隣

接
す
る
山
林
に
開
か
れ
た
野
趣
あ
ふ
れ
る

矢
場
で
一
心
に
弓
を
引
く
姿
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
こ
に
は
週
に
二
、
三
回
は
練
習
に
来
ま

す
。
も
と
も
と
は
家
の
た
き
木
用
の
山
だ
っ

た
の
で
す
が
14
年
前
に
江
戸
時
代
様
式
の

稽
古
場
と
し
て
開
き
ま
し
た
。
こ
の
一
帯

は
雑
木
林
に
な
っ
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
種

類
の
鳥
が
や
っ
て
き
ま
す
。
静
か
な
森
の

中
に
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
て
心
が

落
ち
着
き
ま
す
よ
。」
と
、
穏
や
か
な
笑
顔

で
語
る
の
は
為
田
守
久
さ
ん
で
す
。

「
生
涯
弓
引
き
」
弓
道
人
生
の
始
ま
り

　

豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
焼
山
園
地
。
隣

接
す
る
山
林
に
開
か
れ
た
野
趣
あ
ふ
れ
る

矢
場
で
一
心
に
弓
を
引
く
姿
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
こ
に
は
週
に
二
、
三
回
は
練
習
に
来
ま

す
。
も
と
も
と
は
家
の
た
き
木
用
の
山
だ
っ

た
の
で
す
が
14
年
前
に
江
戸
時
代
様
式
の

稽
古
場
と
し
て
開
き
ま
し
た
。
こ
の
一
帯

は
雑
木
林
に
な
っ
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
種

類
の
鳥
が
や
っ
て
き
ま
す
。
静
か
な
森
の

中
に
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
て
心
が

落
ち
着
き
ま
す
よ
。」
と
、
穏
や
か
な
笑
顔

で
語
る
の
は
為
田
守
久
さ
ん
で
す
。

「
生
涯
弓
引
き
」
弓
道
人
生
の
始
ま
り

　

豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
焼
山
園
地
。
隣

接
す
る
山
林
に
開
か
れ
た
野
趣
あ
ふ
れ
る

矢
場
で
一
心
に
弓
を
引
く
姿
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
こ
に
は
週
に
二
、
三
回
は
練
習
に
来
ま

す
。
も
と
も
と
は
家
の
た
き
木
用
の
山
だ
っ

た
の
で
す
が
14
年
前
に
江
戸
時
代
様
式
の

稽
古
場
と
し
て
開
き
ま
し
た
。
こ
の
一
帯

は
雑
木
林
に
な
っ
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
種

類
の
鳥
が
や
っ
て
き
ま
す
。
静
か
な
森
の

中
に
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
て
心
が

落
ち
着
き
ま
す
よ
。」
と
、
穏
や
か
な
笑
顔

で
語
る
の
は
為
田
守
久
さ
ん
で
す
。

　
「
父
親
が
弓
引
き
だ
っ
た
の
で
、
幼
い
頃

か
ら
弓
道
に
は
親
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、

本
格
的
に
始
め
た
の
は
三
十
代
半
ば
か
ら
。

赴
任
し
た
西
有
家
中
学
校
の
敷
地
に
町
の

弓
道
場
が
あ
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
幼

い
頃
に
父
か
ら
受
け
た
手
ほ
ど
き
を
思
い

出
し
、
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
沸
き
ま

し
た
。
さ
っ
そ
く
高
校
時
代
の
先
輩
に
相

談
し
て
初
心
者
教
室
に
通
い
始
め
、
西
有

家
中
学
校
に
在
職
中
、
約
２
年
半
で
五
段

ま
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
、

振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
後
も
修
練
を
重
ね
、

70
歳
を
前
に
父
親
と
同
じ
六
段
を
取
得
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
父
親
が
弓
引
き
だ
っ
た
の
で
、
幼
い
頃

か
ら
弓
道
に
は
親
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、

本
格
的
に
始
め
た
の
は
三
十
代
半
ば
か
ら
。

赴
任
し
た
西
有
家
中
学
校
の
敷
地
に
町
の

弓
道
場
が
あ
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
幼

い
頃
に
父
か
ら
受
け
た
手
ほ
ど
き
を
思
い

出
し
、
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
沸
き
ま

し
た
。
さ
っ
そ
く
高
校
時
代
の
先
輩
に
相

談
し
て
初
心
者
教
室
に
通
い
始
め
、
西
有

家
中
学
校
に
在
職
中
、
約
２
年
半
で
五
段

ま
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
、

振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
後
も
修
練
を
重
ね
、

70
歳
を
前
に
父
親
と
同
じ
六
段
を
取
得
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
父
親
が
弓
引
き
だ
っ
た
の
で
、
幼
い
頃

か
ら
弓
道
に
は
親
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、

本
格
的
に
始
め
た
の
は
三
十
代
半
ば
か
ら
。

赴
任
し
た
西
有
家
中
学
校
の
敷
地
に
町
の

弓
道
場
が
あ
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
幼

い
頃
に
父
か
ら
受
け
た
手
ほ
ど
き
を
思
い

出
し
、
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
沸
き
ま

し
た
。
さ
っ
そ
く
高
校
時
代
の
先
輩
に
相

談
し
て
初
心
者
教
室
に
通
い
始
め
、
西
有

家
中
学
校
に
在
職
中
、
約
２
年
半
で
五
段

ま
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
、

振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
後
も
修
練
を
重
ね
、

70
歳
を
前
に
父
親
と
同
じ
六
段
を
取
得
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

温
故
知
新
　 

古
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
知
る
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償却資産（固定資産税）の申告
　１月１日現在で、事業用の構築
物・機械などの償却資産を所有して
いる法人や個人は、償却資産の申告
が必要です。
　申告に基づき価格を決定し、固定
資産税が課税されます。
▶申告が必要なもの（例）
・農・漁業…ハウス、選別機、漁船
　　　　　　など
・飲食店…厨房設備、冷蔵庫など
・理･美容業…理・美容椅子、洗面　
　　　　　　  設備など
・太陽光発電設備…事業用のもの
　１月31日(水)
　税務課、有明支所に備え付けの申
　告書に必要事項を記入し提出
　・　 税務課

令和５年分 確定申告会場は島原税務署
　２月16日(金)～３月15日(金)
　９時～16時（土日祝日除く）
※会場では、スマートフォンをお持
　ちの人は、ご自身のスマートフォ
　ンから、申告書の作成を行います。
※駐車場には限りがあります。公共交
　通機関を利用してご来署ください。
※入場には、当日配布またはＬＩＮＥ
　アプリで事前発行する｢入場整理券｣
　が必要。
　｢国税庁 ＬＩＮＥ 公式アカウント｣
　を友だち追加すると、ＬＩＮＥを
　通じてオンライン事前発行できます。
　国税庁ＬＩＮＥ公式アカウント▶　　　
　・　 島原税務署
　  　(☎62-3281)

令和５年度業務改善助成金のご案内
　中小企業者・小規模事業者が事業
場内で最も低い賃金を30円以上引き
上げ、生産性向上のための設備投資
などを行った場合に、その設備投資
などにかかった費用の一部を助成す
る制度です。
▶対象となる設備投資などの例
　POSレジの導入、教育研修費、店
　舗改装など
▶助成金額　最大600万円
　１月31日(水)
　業務改善助成金コールセンター
 （☎0120-366-440）

島原城築城400年記念事業協賛事
業・第227回市民文化講座
｢工芸の美、工芸を楽しむ｣
　自然と風土、歴史に育まれた日本の
工芸。その特有の美を、講師が選んだ
名品の数々から学びます。
　１月27日(土)　14時～16時
　森岳公民館　大ホール
　諸山 正則 氏（工芸史家、元東京国
   立近代美術館主任研究員）
　無料　
　社会教育課

ゆうすい女性学級（一般公開版）
「百人一首を楽しもう！」
　１月18日(木)　10時～
　松本 和子 社会教育指導員
　百人一首にまつわる楽しいお話
　・　 森岳公民館（☎63-2242）   
 
「スポーツ吹矢体験」講座（無料）
　吹矢は｢スポーツとウエルネス(健
康・元気)｣。気軽に参加できます。
　１月23日(火)、30日(火)（全２回）
　13時30分～15時30分
　30人（先着順）
　主にシニア層の初心者
▶受付開始　１月４日(木)～
　スポーツウエルネス吹矢協会公認指導員
　・　・　 杉谷公民館（☎63-2231）

｢大人向け！AIに触れてみよう｣講座
　AIとは何かを理解し、簡単なAIを
作るまでを学びます。受講料無料。
▶昼コース（全２回）　
　１月25日(木)、２月１日(木)
　 13時30分～(90分）
▶夜コース（全２回）
　１月24日(水)、１月31日(水)
　 19時30分～(90分）
　市内在住の一般
　各コース10人（先着順）
　筆記用具
▶受付開始　１月９日(火)～
　・　・　 有明公民館（☎68-1101）

健康講座「メタボリックシンドロー
ムについて」
　改善方法を学び健康について考えます。
　1月24日(水)  13時～14時
　市保健センター
　医師講話
　喜多内科医院  院長  喜多 篤志先生
　無料
　１月19日(金)
　・　 有明保健センター

栄養教室を開催します！
　１月30日(火) 13時30分～15時
　｢正月太りを解消！｣栄養士講話
　20歳以上の市民、20人程度
　１月26日(金)
　・　・　 市保健センター
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第21回長崎県ねんりんピック参加者募集
　県内在住の60歳以上の人は誰でも参
加できます。「ねんりんピックはばたけ鳥
取2024」の予選も兼ねています。
　昭和40年４月１日以前に生まれた人。
　囲碁は15歳以下も可。
　将棋は年齢制限なし。
　２月29日(木)
　個人競技500円。チーム競技は種
　目によって異なります。　　　　
〇スポーツ交流大会
▶種目
　卓球、テニス、ソフトテニス、
　ソフトボール、ゲートボール、
　ペタンク、ゴルフ、マラソン、
　弓道、剣道、グラウンド・ゴルフ、
　太極拳、ソフトバレーボール、
　サッカー、水泳、ボウリング、
　ターゲット・バードゴルフ、
　バウンドテニス、パークゴルフ
　５月11日(土)　ほか
〇文化交流大会
【囲碁】
　５月11日(土)　
【将棋】
　５月12日(日)
【健康マージャン】
　５月12日(日)　　　　
　長崎県すこやか長寿財団
　(☎095‐847‐5212)
　　　　　詳細はこちら▶

学校給食調理員及び事務員
　令和６年度学校給食調理員(正職員・
臨時)および事務員を募集します。
　1月25日(木)
　ハローワークを通じて応募
　18歳以上59歳以下
　島原市学校給食会（☎68-2750）

島原市教育文化振興事業団職員
〇館(場)長(若干名)
　昭和38年４月2日～昭和44年4月
　1日生まれで、高校卒業程度の学
　力を有する人
〇一般事務(若干名)
　昭和59年４月2日～平成18年4月
　1日生まれで、高校卒業程度の学
　力を有する人
〇一般事務【司書】(若干名)
　昭和48年４月2日～平成18年4月
　1日生まれで、高校卒業程度の学
　力を有し、図書館司書有資格者
　(採用予定日までに取得見込みを含む)
▶第一次試験
　2月4日(日) 　
　有明総合文化会館　
▶受付期間　1月4日(木)～24日(水)
　・　 島原市教育文化振興事業団事務局
　　（☎68-5133）
　　　　詳細はこちら▶

市営墓地使用者の募集
▶墓地名・区画の種類
　・宇土山墓地(宇土町)６㎡(１区画)
　１月５日(金)～22日(月)
　(土日祝日除く)
　申込書に必要事項を記入の上、環
　境課または有明支所で申込み。
※申込書様式は市ホームページから
　もダウンロードできます。
▶抽選会
　１月26日(金)　13時30分
　市役所本庁舎　１Ａ会議室
※抽選会に不参加の場合は、失格と
　なります。(代理人の参加可)
　・永代使用料　６㎡…42万円
　　(１㎡あたり７万円)
　　・墓地管理料…年額1,100円
　(２年ごとに２年分の2,200円を前納)
　資格などの詳細は問合せてください。
　環境課

令和５年分公的年金等の源泉徴収票
　令和５年中に、老齢または退職を
支給事由とする年金を受給している
人全員に、｢令和５年分公的年金等
の源泉徴収票｣が、日本年金機構か
ら、１月中旬頃に送付されます。
　令和５年中に支払われた年金額
や、源泉徴収された所得税額等を
お知らせするもので、確定申告を
行う場合に必要です。

諫早年金事務所出張相談
　１月31日(水)、２月14日(水)、
　２月21日(水)、３月13日(水)
　市役所本庁舎　１Ａ会議室
▶募集人員　８人
　相談日の10日前までに市民窓口
　サービス課へ予約(電話予約可)
　なお、３月13日(水)の相談日の予
　約受付開始は１月31日(水)からで
　す。
　諫早年金事務所
　（☎0957-25-1662）
　予約専用電話（☎0570-05-4890）
　または市民窓口サービス課

おゆずりください
ＶＨＳビデオデッキ、安全靴27センチ、
車いす(折り畳み式でブレーキ付き)、
草刈り機、弓道の矢とかけ、小学4，5年
生が使うサッカーボール、中央高校女
子制服、ＣＤプレーヤー、リクライニン
グ車いす
　市民相談・消費生活センター

　市HP不用品情報▶

｢燃やせるごみ｣の年始特別収集
　「燃やせるごみ」の収集につい
て１月８日(月)は祝日のため収集し
ません。夜間収集を含め、翌９日
(火)に収集します。
　ごみを出す場合は指定の場所へ
出してください。
　環境課

市役所 (代表)　☎ 63-1111　　　市保健センター　☎ 64-7713　　　有明保健センター　☎ 68-5335
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「プール川柳」大募集！ 誰でも参加可
　下記のテーマで川柳を募集します。
　①プールの思い出・ハプニング・面白
　エピソード、②水泳・スイマー、③健康
　・ダイエット、④フリーテーマ
　１月16日(火)～２月18日(日)
　プールもしくは霊丘公園体育館内
　の応募箱に投函。メールでの応募
　も可能。テーマ･川柳･ペンネーム
　･氏名を本文に記入し、下記アドレ
　スに送信してください。
　poool@shimabara.jp
　・　 島原市立温水プール
　  　(☎63-4314)

｢島原市内の新春神社巡り｣
　１月20日(土)　9時30分～
　大人1,200円、子ども600円
　15人（先着順）
　雨天中止（電話連絡します）
　動きやすい服装・靴、弁当
▶受付開始　１月５日(金)９時～
　・　 平成新山ネイチャーセンター
　　  (☎63-6752)    

「楽しく歌おう！カラオケまつり」
　２月12日(月・祝)　９時30分～　
　一般・高校生以下
　100組（申込制・先着順、ひとり１回）
　一般3,500円　高校生以下1,500円
　※弁当代込　
　１月10日(水)
　・　 有明総合文化会館
　　（☎68-5800）

｢島原新春寄席｣

　
　桂 雀太、桂 二葉による落語公演
　１月18日(木)　18時30分開演
　一般1,200円　高校生以下800円
　・　・　 島原文化会館(☎62-2111)

公民館・施設
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JANUARY

皆のアイドルだよ☆
1歳おめでとう

上田 伊織ちゃん
うえだ   いおり

birth

1.15

つる    ももか

可愛い笑顔でいつも癒しありがとう♡

津留 百花ちゃん

birth

1.23

たにぐち  てっしん

癒しのてっちゃん♡おめでとう♡

谷口 照心ちゃん

birth

1.23

くどう   ここは

おめでとう！世界一愛してるよ。

工藤 杏巴ちゃん

birth

1.15

まつもと   ゆめ

幸せをありがとう、大好きだよ♡
松本 悠愛ちゃん

birth

1.13

えがわ   るい

天才的に可愛い類坊！元気に育ってね

江川  類ちゃん

birth

1.18

どい      みく

毎日素敵な笑顔をありがとう♡

土井 望来ちゃん

birth

1.16

いしばし  ゆうき

たくましく元気に成長してね★大好き
石橋 侑季ちゃん

birth

1.16

まえだ      ももか

すてきな笑顔をずっと大事にしてね♡

前田 萌百香ちゃん

birth

1.25

おおつ    まな

兄姉と仲良く元気に大きくなーれ♡
大津 舞奈ちゃん

birth

1.24

さとう   いちか

可愛い笑顔、大好きだよ！

佐藤 一華ちゃん

birth

1.16

すくすく元気に大きくな～れ♡
石橋 柑奈ちゃん
いしばし  かんな

birth

1.08

おおほり  みやび

生まれてきてくれてありがとう♡

大堀  雅ちゃん

birth

1.07

いしかわ   りく

毎日沢山の幸せくれてありがとう♡

石川 凛矩ちゃん

birth

1.06

おおくぼ  かける

元気いっぱい大きくなぁれ☆大好き！

大久保 翔ちゃん

birth

1.06

たなか   たける

毎日癒しをありがとう～～♡
田中 武尊ちゃん

birth

1.04

いのうえ

毎日たくさんの幸せをありがとう♡

井上 いちはちゃん

birth

1.11

さかもと  はるき

いつも最高の笑顔をありがとう！

坂本 陽紀ちゃん

birth
1.18

広報発行月に満１歳を迎える市内在住の

お子さんの写真募集中
締切りは広報発行月の前々月20日です。

申込み

写真
募集中

主食・・・ごはん、パン、めん類
主菜・・・肉類、魚介類、卵、大豆製品
副菜・・・野菜、きのこ類、海藻類

　一組ずつの赤ちゃんと 保護者に絵本を開く時間の楽しさをその場で体験してもらいま
す。 その体験が、家庭でも「また絵本を開いてみよう」というきっかけになります。また、
絵本をプレゼントすることで、家庭ですぐに絵本を楽しむ機会を持つことができます。

主食
主菜

副菜

材料・分量（お弁当４回分）
鶏ひき肉・・280g
長ねぎ・・・10g
しょうが・・１かけ
里芋・・・・小20個

昆布だし・・２カップ
砂糖・・・・小さじ２
酒・・・・・小さじ２
しょうゆ・・大さじ１

《作り方》レシピ提供：食生活改善推進員協議会
① ねぎはみじん切りにする。しょうがはすりおろす。
　 里芋は皮をむいて塩少量を揉みこんで水で洗う。
② ボウルに鶏ひき肉、ねぎ、しょうがを入れてよくこねる。
③ 鍋に里芋と昆布だしを入れて中火にかける。煮立ってきたら、
　 ②を片手で握り団子状にして加える（16個分）
④ 鶏団子の表面が白く変わったら、アクを除き、砂糖と酒を加えて
　 少し火を弱めて５分程煮る。
⑤ しょうゆを加え、落し蓋をして15分程煮る。蓋を取って中火にして
　 汁気をとばす。

■栄養価（１回分）
エネルギー：198kcal　たんぱく質：14.1g
脂質：8.5g　食塩：0.9g

鶏団子と里芋の煮物

ごはんとおかずのバランスは１：１（主食：主菜：副菜＝３：１：２）

～栄養バランスのよいお弁当作りのポイント～

～お弁当におすすめの一品～

子育て支援室（☎62-4015）市保健センター内（霊南二丁目45）　Ｅ-mail : kosodate@city.shimabara.lg.jp問合せ先

目 的

対 象

機 会

方 法

体 制

赤ちゃんと保護者が絵本を介してゆっくり心触れ合うひとときを持つ機会を作ります。
島原市に生まれた、すべての赤ちゃんとその保護者
すべての赤ちゃんと出会える４か月児健診で行われます。
絵本を開く楽しい体験といっしょに、あたたかなメッセージを伝え絵本を手渡します。
島原市の活動として、様々な分野の人が連携して実施します。

　「ブックスタート」は、赤ちゃんと保護者に絵本を開く楽しい体験をしてもらおうと、
絵本をプレゼントして心触れ合うひとときを持つきっかけを作る活動です。

赤ちゃんに絵本を読んであげましょう♪

　どなたでも参加できる育児サークルは、親子で楽しみながら子育てができるよう、
情報交換と友だちづくりのきっかけとなる場を設けて、参加者の交流を行っています。

イベント名 日時(10時～12時 )・場所 サークル名

にこにこ kids
食改さんとふれあい time
＆バレンタインⅠ

こいこいひろば

きららKids

干支の折り紙製作

食改さんとふれあい time
＆バレンタインⅡ

1月 日 （火）三会農村環境改善センター9

1月 日 （木）安中公民館

杉谷公民館

11

2月 日 （木）1

2月 日 （火）有明保健センター6

2月 日 （水）霊丘公民館7

のびのび kidsかんたん凧作り

食改さんとふれあい time
＆節分グッズ作り

にこにこ kids

1月 日 （木）

安中公民館

18作ってあそぼう（冬） すくすくげん kids

イベント情報笑顔で子育て育児サークル

かんたん凧づくり

干支の折り紙製作（イメージ）

ブックスタートって
なあに？

５つのポイント
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　発掘調査などで出土した土
器や石器などの遺物は、その
ままでは泥だらけです。水洗
いなどできれいにして、保管
や遺物の観察ができる状態に
するのです。洗う際は、遺物
を傷つけないように豚毛など
のやわらかいブラシを使って
優しく行います。表面をこす

らず、ポンポンと土を優しくたたくようにして落とすのです。強
くこするように洗うと、表面が削れ、遺物の表面の状態がわから
なくなってしまうことがあります。
　優しく遺物の状態を確認しながら洗うと素焼きの土器などの表
面には、作製時についた指の跡や指紋を見つけることができま
す。自分の指と昔の土器を造った人の指の跡が重なったとき、感
動を覚えます。
　洗い終わった遺物は、新聞紙などの上で十分に乾燥させます。
　このように洗った遺物は、有明総合文化会館地下にある大野原
遺跡展示館（縄文の里）などで展示することもあります。
　縄文の里では、新たに「縄文人になってみよう！」のコーナー
を作りました。展示と合わせて縄文人体験もできますので、ぜひ
ご来館ください。

発掘をのぞいてみよう !

「縄文人になってみよう」

「遺物とたわむれる　洗浄作業」

問合せ先　社会教育課

問合せ先
島原半島ジオパーク協議会
☎ 65 - 5540

『平家物語』
林　真理子/ 著(小学館)

○島原図書館
　( ☎ 64-4115)
▶開館時間　９時～ 18時
　※金曜 20時まで

○有明図書館
　( ☎ 68-5808)
▶開館時間　９時～ 18時

図書館へ行こう!

今月の新刊

　日本古典文学史上の名作「平家
物語」から、誰もが興味を惹かれ
る著名な場面、現代人の心に響く
部分だけを抽出して再構築。平家
源氏皇室を取り巻く抗争に、翻弄
される人々の内面をリアルに描き
出す。

【作者紹介】林　真理子（はやし・まりこ）
山梨県生まれ。作家。日本大学理事長。「最終便に間に合えば」
「京都まで」で直木賞、「白蓮れんれん」で柴田錬三郎賞受賞。
紫綬褒章受章。

【内容紹介】

▶休館日 
　毎週月曜日
　31日(水)は資料整理日

※両館の年始のお休み:1月1日(月)～3日(水)

▶休館日
　毎週火曜日
　(祝日の場合は翌水曜日)
　16日(火)～26日(金)は
　特別資料整理日
　31日(水)は資料整理日

　島原半島内の小・中学生を対象にした「第12回島原半島ユネスコ世界ジオパーク小・中学生研究展示発表
会」が、がまだすドームにて１月８日まで開催中です。
　この展示発表会は、島原半島ユネスコ世界ジオパークに関する研究を通して、地球がつくりだす大地の迫力
と地域の魅力を“もっと” 知り、“ずっと” 郷土愛を持ち続け、これから地域の持続可能な発展を担っていく子
どもたちを育成することを目的に実施しており、今年で12回目の開催となりました。半島内の計12校の児
童・生徒たちが夏休みの自由研究として行った野外調査や研究、制作した多数の作品を展示しています。子ど
もたちの力作をぜひご覧いただき、あらためて島原半島の魅力について発見してみてください。
 
期　間：令和５年12月９日（土）～令和６年１月８日（月・祝）
場　所：がまだすドーム（雲仙岳災害記念館）島原市平成町1-1

「第12回島原半島ユネスコ世界ジオパーク小中学生研究展示発表会」開催中！

おおのばる

記事に関する問合せ先 ☎63-1111 市政情報ドキュメンタリー映画

「めぐみ」ー引き裂かれた家族の30年ー 上映会

　わずか１３歳の時に北朝鮮に拉致されてしまった横田めぐみさんの話を中心に、拉致問題の
経緯や被害者家族の救出活動などを描いたドキュメンタリー映画です。

内　容　政府の取組説明（内閣官房拉致問題対策本部）（約１０分）
　　　　映画「めぐみー引き裂かれた家族の30年ー」上映（約９０分）
入場料　無料
主　催　政府拉致問題対策本部、長崎県、長崎県拉致問題早期解決議員連盟、島原市
締切り　１月２２日（月）
　　　　☎62-8012 または、右記の申込みフォーム

問合せ先　政策企画課

１月２８日（日）　開演１３：３０（開場１３：００）　島原市有明総合文化会館大ホール

申込みフォーム
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土 Sat

人　口　42,648人(  3増)  　　出生　   21人
男　性　19,900人(19減)　  　死亡　   71人
女　性　22,748人(22増)　  　転入   137人
世帯数　19,869世帯(48増)　 転出     84人

子どもに身に付けさせたいこと

　新年あけましておめでとうございます。島

原城築城400年を迎えました。年またぎのカ

ウントダウンイベントから笑顔の１年が始ま

ります。何気なくお城が見える風景、これは

400年続いてきた貴重な島原の財産です。島

原半島の中心市として、歴史の中で島原の乱

の戦地になり、さらに島原大変や雲仙・普賢

岳の噴火災害、今のコロナ禍も見つめてきま

した。私たちは島原で暮らすことを誇りに、

新たな魅力ある街を創造していこうと思いま

す。懸案であったお堀の周回歩道や電線の地

中化も進めて参ります。400年変わらぬ美し

さを保つ島原城の石垣群の国史跡への指定も

目指しています。この１年は歴史文化講演会

やTV番組の開催、松明行列やお茶会など、ま

つりイベントが続きます。市民の皆さまの笑

顔があふれる年になりそうです。

人の動き　12月１日現在(前月比)

市長コラム 古川 隆三郎

島原城築城400年
 三･三･七拍子!

　「早寝・早起き・朝ごはん」は、
どれも欠かすことのできない大切
な習慣です。規則正しい生活の中
で、心身ともに健康な身体をつく
りましょう。

問合せ先　社会教育課

しまばら
家庭教育

第８回

多くの皆さんが目にする広報紙で

※掲載位置および順序は市が指定します。

令和６年５月号以降の掲載分です。申込方法などの詳細は市ホームページからご確認ください。
申込み・問合せ先　シティプロモーション課

①広告欄
262mm×178mm

(A4判)

10万円(月額)

②広告欄
50mm×88mm
(A4判の10分の１)

1万円(月額)

③広告欄
50mm×178mm
(A4判の5分の１)

2万円(月額)

④広告欄
100mm×178mm
(A4判の5分の2)

4万円(月額)

会社や店舗をPRしてみませんか？

広報しまばら
発行部数１６，8００部/月(令和５年度) 有料広告募集

①広告欄

②広告欄 ②広告欄

②広告欄 ②広告欄

③広告欄

④広告欄

夜間お子さんが急な病気やケガで困った時は下記番号にお電話を！
短縮ダイヤル#8000 / ☎095-822-3308

市内９時～ 18時 ※12月15日時点休日当番の医療機関 市外９時～ 17時
歯科 9時～ 12時
薬局９時～ 18時     内　科 　     外　科     小児科 　　　泌尿器科     整形外科　 　耳鼻科

１
日
月

喜多内科医院
泉川病院
森元歯科クリニック
ハロー薬局島原店

62-5101
72-2017
68-0017
65-4060

弁天町二丁目
南島原市深江町
有明町大三東
弁天町二丁目

柴田長庚堂病院
泉川病院
松井歯科医院
フラーワー調剤薬局

64-1111
72-2017
68-0011
65-0265

中堀町
南島原市深江町
有明町大三東
中堀町

木下内科医院
泉川病院
清水歯科医院

64-5851
72-2017
63-4848

中野町
南島原市深江町
亀の甲町

２
日
火

７
日
日

3
日
水

林内科医院
さかい消化器内科・外科クリニック
池田循環器科内科
まつおデンタルクリニック
たぐち薬局津町店

62-6657
62-6655
82-0993
65-0233
64-4976

津町
宮の町
南島原市有家町
北門町
津町

しろたに内科クリニック
水田小児科医院
かわはら内科・胃腸科医院
小嶺整形外科クリニック
吉田歯科医院
溝上薬局北門町店
まい調剤薬局
はくあい堂薬局

65-0222
62-7177
62-5413
82-1755
62-5026
65-5532
64-4119
73-9811

北門町
親和町
坂上町
南島原市有家町
田町
北門町
坂上町
新湊一丁目

８
日
月

池田病院
いでた整形外科クリニック
つねおかクリニック
高城歯科クリニック
そうごう薬局白土湖店
はくあい堂しんわ薬局

62-5161
61-0700
82-2248
64-6480
65-0321
61-0028

湖南町
親和町
南島原市有家町
先魁町
湖南町
親和町

まつしま内科クリニック
新生病院
梅津医院
喜多歯科
健康堂薬局かしわの店
ひよこ薬局

71-5500
62-5131
78-5156
62-4745
61-0099
65-0133

柏野町
城内一丁目
雲仙市国見町
中町
柏野町
上の町

喜多内科医院
稲田整形外科医院
本田医院
まき歯科
ハロー薬局島原店
宮の町薬局

62-5101
62-6355
78-2768
64-5077
65-4060
61-0066

弁天町二丁目
片町
雲仙市国見町
上新丁一丁目
弁天町二丁目
宮の町

柴田長庚堂病院
いとう整形外科
佐藤医院
宮﨑歯科医院
フラーワー調剤薬局

64-1111
61-0110
78-5555
62-1180
65-0265

中堀町
広馬場町
雲仙市国見町
萩原二丁目
中堀町

14
日
日

21
日
日

28
日
日

４
日

２
月

日

内

外

内

内

内

内

内

小

内
整

整

整

内
外

内

内

内 外 小 泌 整 耳

１月2024
カレンダー ■ ：行事・催し　

◆ ：行政相談(市民相談・消費生活センター☎ 62-9100)
● ：保健事業(市保健センター☎ 64-7713、有明保健センター☎ 68-5335)
▼ ：市税などの納期限(国民健康保険税：税務課、後期高齢者医療保険料：保険健康課)

5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 1918 20

21 22 23 24 25 26

31

27

28 29 30

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

●乳幼児相談
　9時30分～11時
　三会農村環境改善
　センター
◆行政相談
　13時～15時
　市民相談センター

◆行政相談
　13時～15時
　市民相談センター

成人の日

元旦

◆弁護士相談
　13時～16時
　市民相談センター
　※要予約

●乳幼児相談
　9時30分～11時
　安中公民館

●健康相談
　9時～11時
　市･有明保健センター

■故郷しまばら
　二十歳の集い
　13時30分～　
　島原文化会館
　

■島原市消防出初式
　9時10分～　
　島原文化会館・
　白土湖
　

1 2 3 4

●健康相談
　9時～11時
　市･有明保健センター

●両親学級
　10時～12時
　市保健センター

◆不動産相談
　13時～16時
　市民相談センター

●健康相談
　9時～11時
　市･有明保健センター
◆公証人相談
　13時～16時
　市民相談センター
　※要予約

●健康相談
　9時～11時
　市･有明保健センター
▼市県民税(４期)
▼国民健康保険税(７期)
▼介護保険料(第５期)
▼後期高齢者医療保険料(第7期)
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マーキー塗装

安心と信頼の住宅塗装をお約束します

マーキー塗装

安心と信頼の住宅塗装をお約束します

赤スタンプをお持ちの方は
お急ぎください !

令和６年
１月３１日まで
島原スタンプ事業協同組合
月・水・金　9時～ 16時
☎６５ー５５７７　島原市中堀町 17-1

新･旧合わせて貼ってもОＫ

旧 新

旧スタンプの有効期限は

お問い合わせは各加盟店でもＯＫ

曜
土
週
毎

職員を募集します
受験資格は大学卒業程度の学力を有し、

昭和５９年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた者
募集締切：令和6年1月31日(水)

採用試験の内容は直接お問合せください。

(公社)島原市シルバー人材センター
島原市坂上町7526番地
☎0957(63)7222

広告 広告
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